
食品の安心・安全を確保するしくみ

ならコープフードセーフティシステム

の取り組み

市民生活協同組合ならコープ

理事長森宏之

食品のリスクとのつき合い方 －食中毒をテーマにー



日本生協連と会員生協

の概要

・日本生協連

・事業連合近畿地区では、ならコープを含

む７つの生協が会員となる｢生活協同組

合連合会コープきんき事業連合｣を設立

・地域購買生協

情報提供：日本生協連



日本生協連では、外部専門家からなる検証委員会を立ち

上げ、「品質保証体系の再構築計画」を策定した。

危機管理合同演習

日本生協連商品検査センター

情報提供：日本生協連



コープきんき事業連合の取り組み

• 外部の専門家を含む品質管理検討委員会を

設置

• 商品検査は、大阪いずみ市民生協、おおさか

パルコープ、わかやま市民生協、ならコープ

で、分担して、計画的に実施しています。

６月には、コープきんき商品検査センターが

稼動する予定です。



ならコープの品質保証体制について

• １９７４年 奈良市民生協設立

• １９９０年 品質管理室開設

• ２０００年 大手乳業メーカーの食中毒事件の発生

• ２００２年 ｢ハム・ウインナーでの食肉偽装および食品添加物の使

用違反｣「ならコープ新潟産こしひかり」の異種米混入、「養殖とらふ

ぐ」の天然誤表記の発生

｢今後の商品事業を検討する委員会｣を立ち上げ

• ２００３年 総合品質保証部を設置

従来の品質管理室の機能に加え「製造者管理の一元化」「商品表

示の適正化推進」「組合員意見の一元管理」を担う

• ２００７年 品質保証室に機構変更

組合員意見の管理部門と品質保証部門を別部門の管理に変更

• ２００８年 14人に体制を強化して品質保証部に機構変更





産地・工場訪問による確認

（食中毒を含むリスク分析による）

①仕様の確認

②製造工程の確認

③製造環境の確認

④マネジメントの確認

品質保証部による工場点検は、２００８年度

は82社96回実施



商品検査活動について

１．微生物検査（食中毒菌検査主体）

「供給前検査（新規検査）」「供給後検査（抜取検査）」の実

施 ２００８年度は１３，４２６検体、 ３５，５２８項目の検査

の実施

検査項目数
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商品検査活動について

� 食品添加物検査

� 残留農薬検査（農産物）、簡易農薬検査（加工食品）

� 米のDNA鑑定

� ＰＣＲ検査ではGMO検査を中心に実施し、２００７年9月

から自前で畜種判別検査を開始した。

� アレルギー物質検査

� ヒスタミン

� アフラトキシン

� その他

２．理化学検査（化学的食中毒主体）



食品企業への働きかけ

・取引先と共に学ぶ場として開催 10月は、今村先生を講師に食品防御について学んだ



中国冷凍餃子事件以降に強化した取り組み

簡易農薬検査

商品入荷時の点検の強化

①商品入荷時の点検項目の強化

・袋のべたつきやにおい、穴あき等の項目を追加

②検査体制の強化

・2008年4月から簡易農薬検査を開始 主に加工

食品を対象に無店舗商品についてはお届け前に

検査結果を確認するようにした。
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安心安全業務監査委員会

安心・安全業務監査委員会


